
１ 

若
者
の
県
内
定
着
を

①
若
者
の
県
内
就
職
率
向
上
に
む
け
、「
い
わ

て
で
働
こ
う
総
合
イ
ベ
ン
ト
」「
お
か
え
り

い
わ
て
ツ
ア
ー
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

県
内
企
業
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
。

②
岩
手
で
暮
ら
す
実
質
的
な
豊
か
さ
を
、
住
環

境
・
通
勤
時
間
・
子
育
て
環
境
等
を
所
得
換

算
し
た
Ｐ
Ｒ
を
。

③
新
た
な
奨
学
金
返
還
助
成
制
度
の
創
設
で
対

象
者
拡
大
を
。

２ 

生
涯
未
婚
対
策
の
取
組
は

①
男
性
の
生
涯
未
婚
率
が
全
国
平
均
よ
り
高
い

の
は
、
雇
用
環
境
に
も
課
題
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
官
民
一
体
で
待
遇
改
善
の
取
り
組

み
を
。

②
10
月
新
設
の
県
南
〝
い
き
い
き
岩
手
〞
結
婚
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
ⅰ
サ
ポ
）
の
体
制
強
化
を

３ 

県
職
員
の
労
働
環
境
改
善
を

①
働
き
方
改
革
の
推
進
を
（
各
職
場
で
「
イ
ク

ボ
ス
宣
言
」
を
し
た
が
、
具
体
的
な
改
革
を
）

②
欠
員
（
90
人
以
上
）
改
善
を
。（
獣
医
師
、

保
健
師
、
建
築
士
な
ど
恒
常
的
な
人
員
不
足

改
善
を
）

③
超
過
勤
務
の
縮
減
対
策
（
平
28
年
度
は
大
震

災
時
以
上
の
増
加
だ
っ
た
。
改
善
を
）

④
非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善
を
（
制
度
改
正
に
あ

た
り
任
用
の
適
正
化
と
勤
務
条
件
の
確
保
を
）

⑤
教
員
の
長
時
間
勤
務
改
善
を
（
教
職
員
の
超

勤
把
握
に
県
教
委
の
指
導
性
を
。
ク
ラ
ブ
活

動
の
負
担
軽
減
を
） 

４ 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
取
組
を

①「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
」
の
具
体

化
と
踏
み
込
ん
だ
事
業
展
開
を
。

②
実
態
把
握
が
な
く
事
業
の
切
迫
感
が
不
足
し

て
い
る
。
ま
ず
全
県
の
実
態
調
査
を
。

③
入
学
準
備
金
の
入
学
前
支
給
を
県
内
全
域

に
。
市
町
村
へ
の
財
政
支
援
を
。

５ 

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

①
自
己
負
担
割
合
の
増
加
に
よ
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
抑
制
問
題
。

②
市
町
村
総
合
事
業
の
実
施
状
況
と
課
題
。

③
介
護
人
材
確
保
策
（
キ
ャ
リ
ア
支
援
員
、
修

学
資
金
貸
付
、再
就
職
準
備
金
等
）
の
効
果
は
。

６ 

国
民
健
康
保
険
の
統
合
課
題

①
保
険
料
と
医
療
環
境
の
不
平
等
感
が
あ
る
。

保
険
料
の
激
変
緩
和
を
。

②
標
準
保
険
料
率
の
決
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
前

倒
し
を
。

③
国
保
の
制
度
改
革
に
よ
る
、
国
保
連
の
役
割

認
識
は
。

７ 

農
業
振
興
に
つ
い
て

①
種
子
法
が
廃
止
さ
れ
る
が
、
稲
・
麦
・
大
豆

等
の
優
良
種
子
の
安
定
供
給
は
本
県
農
業
の

基
本
課
題
で
あ
る
。
今
後
も
主
体
的
な
種
子

研
究
と
供
給
を
。

②
耕
作
放
棄
地
の
再
生
に
つ
い
て
、
知
事
裁
定

制
度
の
活
用
や
、
農
業
委
員
会
等
の
関
係
団

体
と
連
携
し
た
対
策
を
。

③
青
年
就
農
給
付
金
の
活
用
と
共
に
、
技
術
指

導
、
経
営
計
画
の
作
成
や
複
式
簿
記
の
習
得

な
ど
、
経
営
確
立
の
支
援
を
。

ご
あ
い
さ
つ 

２
０
１
８
年
１
月

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

★
昨
年
は
、「
ソ
ン
タ
ク
」「
モ
リ
・
カ
ケ
」

問
題
で
政
治
不
信
が
増
大
。
民
主
主
義
の

危
機
に
対
し
、
地
域
か
ら
声
を
あ
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
６
月
に
小
原
宣
良
さ
ん
が
逝
去
さ
れ
、

大
変
残
念
な
年
で
し
た
。
宣
良
さ
ん
は
笑

顔
の
中
に
も
、
強
い
信
念
と
ブ
レ
な
い
生

き
方
、
平
和
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
思
い
を

も
っ
て
活
動
し
、
北
上
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
設
立
で
野
党
共
闘
の
基
礎
を
築
い
て

下
さ
い
ま
し
た
。

★
衆
院
選
で
は
、
野
党
共
闘
が
崩
れ
た
か

に
見
え
ま
し
た
が
、
地
域
で
は
共
闘
理
念

が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
実
感
し
ま

し
た
。
選
挙
は
厳
し
い
結
果
と
な
り
、
今

年
は
、
自
民
党
に
よ
る
憲
法
９
条
改
憲
の

発
議
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
市
民
と
野
党
の

力
で
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
年
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

★
今
年
は
戌
年
。
犬
は
「
勤
勉
で
働
き

者
」、
嗅
覚
に
優
れ
「
食
べ
物
に
困
ら
な

い
」「
道
に
迷
わ
な
い
」
そ
う
で
す
。
犬

の
よ
う
に
ま
じ
め
に
、
確
実
に
前
進
す
る

年
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　素晴らしい成績で初当選し、皆で喜び合ってか
ら２年。今回で三回目の登壇の機会を頂いたそう
です。30 分の持ち時間に堂々と七項目の質問を
しておりました。
　私は「生涯未婚対策」に関心がありました。雇用
環境改善の取り組みや、ⅰ（あい）サポの運営など
も重要ですが、一番本人の意識が大切なのでは
…、と思いました。答弁はスラスラと読み上げら
れ、あまり頭に入りませんでした。
　今までは宣良さんが帰りの車中で解説されていまし
たが、市議の平野さんがその役を務めてくれました。
　もりおか歴史文化会館の見学おまけ付き。一行は
なごやかに行動を共にすることができました。　　

（Ｎ・Ｔ子）

　初めて夫婦で傍聴ツアーに参加しました。
　ケイ子さんは子供の貧困や農業振興など
７項目について質問。堂々と雄弁をふるう姿
に同級生として頼もしく思いました。知事を
はじめとする答弁にすかさず再質問し、ケイ
子さんの熱心な姿勢に傍聴席から「ガンバ
レ！」と無言エールを送りました。
　その後、議事堂玄関前で集合写真。その時
のケイ子さんの笑顔に私たちの緊張も解け、
帰りのバスは県議会談義となりました。今回
は貴重な体験をさせていただき、また参加し
たいと思いながら、もっとたくさんの方に関
心を持ってもらいたいと感じました。

（Ｏ・Ｔ男）

編集発行：岩手県議会議員　佐藤ケイ子 　
事 務 所：北上市青柳町 1丁目 5-39　℡0197-72-7548　fax72-7549　　
自　　宅：北上市下江釣子 16-154-3（℡＆fax　0197-77-2126）　E-mail：keiko-ktkm@poppy.ocn.ne.jp     
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.sato2007.com/

岩手県議会議員 佐藤ケイ子

ご意見・ご要望等をお聞かせください。今後の政策づくりに生かしてまいります。

平和で明るい社会を子どもたちへ・・・

№５　２０１８年（平成 30年）１月

県
議
会
一
般
質
問

（
平
29
年
６
月
議
会
）

お席の準備の都合上、参加連絡をお願いします。
連絡先（事務所） ℡０１９７－７２－７５４８　FAX７２－７５４９

皆さまのご参加をお待ちしております

と　き：平成30年 2月18日（日）午後4時
ところ：ホテルシティプラザ北上
日　程：午後3時～ 後援会総会
　　　　午後4時～ 県政報告会＆新春のつどい
会　費：3,000円

県政報告会＆
「新春のつどい」のご案内

県議会傍聴感想記県議会傍聴感想記



　決算特別委員会は、約２週間にわたり毎日 10 時～夕方まで審査が
行われました。質疑では、出資法人（ＩＧＲ）不祥事への責任追及や、
復興事業をはじめ各施策の充実を求める発言が続きましたが、全会一致
で決算が認定されました。付帯意見は、出資法人への指導監督強化や
職員のコンプライアンス強化に取り組むことを求めました。

　東京電力原子力発電所事故による放射性物質の影響対策費につい
て、岩手県と市町村は東京電力に損害賠償を請求。しかし支払いに
応じない３億８千万円余について、原子力損害賠償解決センター（Ａ
ＤＲセンター）に申し立てを行った。その内２億５７２０万円の支
払いが示され、県議会では和解議案を承認したが、未払額は今後も
県と市町村が連携して請求を続けていくこととなる。
　賠償に応じない事例は、風評被害対策広報費、基準値以下の牧草
地除染、放射性物質除去低減実証費用、ゴルフ利用税や狩猟税の減
収分、賠償請求費用、測定関係の人件費など様々な内容である。
　また、生産者への支払いも時間がかっていることや、市町村への
支払率が低く、県としても更なる交渉を求めるということ。
　ひとたび事故が起きると、計り知れない損害がおきることを実感する
と共に、東電には、当事者としての責任を果たしてもらいたいと切に思う。

９月から所属委員会変更
常任委員会：総務委員会
特別委員会：人口減少・子育て支援
　　　　　　　　対策調査特別委員会
その他：都市計画審議会委員

①保育の改善（待機児童問題、保育士確保策、病児病後児保育の充実）
②がん患者支援（頭髪補正具や乳房補正具の助成拡大）
③母子父子寡婦福祉資金貸付（納付困難者への対応状況）
④消費生活センターの業務（困難事例の対応、有資格相談員の確保）
⑤商工業小規模事業の経営支援（巡回指導の達成度、商工会商工会
議所の補助金確保）
⑥地産地消の推進（県産食材ＰＲ、学校給食の活用、六次産業化）
⑦女性農業者の状況（農業委員、ＪＡ役員、食の匠、リーダー育成）

ケイ子の 東奔西走日記ケイ子の 東奔西走日記

７月29日 小原宣良さんとお別れする会
　小原宣良さんが、６月 10 日 73 歳で逝去され、６月 20 日の葬儀には
500 名以上が参列し故人を偲びました。７月 29 日には北上市職労や社民党
県連合など５団体共催で「お別れの会」を開催しました。
　来賓や遺族の挨拶では、戦争遺児として平和への思い、市役所での労働運動、
人生を変えた県議選立候補、充実の県議活動、仲間に恵まれたことなど心温ま
るお話がありました。
　宣良さんの意志を引き継ぎ、平和憲法の理念が実現される社会に向けての活
動を誓い合いました。

歳　　　入
歳　　　出
差　引　額
翌年度に繰り
越すべき財源

実質収支額
単年度収支額

1兆 1477億円
1兆　365億円

1112億円
858億円
254億円
△7億円

△25億円
△77億円
52億円
87億円
△35億円

△0.2％
△0.7％
4.7%
10.2%
△14.1％

1兆 1452億円
1兆　287億円

1164億円
946億円
218億円
△35億円

決算特別委員会 （10/11～10/20）決算特別委員会 （10/11～10/20） 佐藤ケイ子の質疑項目佐藤ケイ子の質疑項目

平成２８年度一般会計決算の状況

28年度 27年度 増　　減

原 発 事 故 の 賠 償 状 況

118億 9863万円
112億 9116万円

6億　747万円
94.9％

岩　手　県
19億 7793万円
7億4105万円

12億 4105万円
37.5％

市町村及び一部事務組合
請　求　額
支払合意額

未　払　額
支　払　率

H23～H28年度分

9月15日　岩泉町と野田村へ
岩泉町は被害から１年が経過しても、
全然復旧が進んでいない深刻な状況。
野田村は、土地区画整理事業と都市公
園整備事業（十府ケ浦公園）がほぼ完
了し、復興の進展を実感。

11月14日　県教委への要望に同席
特別支援教育の充実を求めて、北上市内の保護者
の皆さんが県教育委員会に要望書を提出。特別支
援学校北上南分教室（小学部、中学部）は、県と北
上市の尽力で開校したが、高等部が課題。今後も、
学びが保障できるよう取り組みを求めていく。

８月７日～　北海道へ
北海道難病センターや障がい者就
労支援施設を視察。本県でも共生
社会の取り組みが必要と実感。

7月20日
（仮）梁川トンネル工事（北上市口内町）
約３㎞（内トンネルは約１㎞）にわ
たる約 46億円の工事は、２０１９年
のラグビーワールドカップ前の完成
に向け、順調な工事状況。

6月18日
いわて女性議員と語る会（盛岡）
学校の長時間勤務がヒドイという悲
鳴がたくさん出され、県議会の一般
質問で取り上げる。

10月24日～　富山県へ
東大宇宙線研究所「スーパーカ
ミオカンデ」を訪問。旧神岡鉱山
の坑道を活用して、世界の大学
や研究機関が素粒子の研究をし
ている。ノーベル賞の梶田教授
や小柴教授の基礎研究の拠点
で、更に研究が拡大されている。
ＩＬＣの波及効果は無限大。


